
連 合 新 潟
ホームページ
モバイルサイト

伝統あるのろま人形を堪能しました

主催者を代表し会長あいさつ

今の日本を解りやすく講演する金子氏

多くの市民が参加しました

気象キャスター小越久美さん
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8月の主な活動

 ７日 土曜相談会
 ８日 連合新潟結成20周年
  　　記念シンポジウム
 11日 第４回公契約推進委員会
 18日 四役会議
  新潟県議会議員懇談会
 19日 第３回男女平等委員会
 24日 第６回女性委員会
 25日 朝街宣(新潟駅前）
  第10回執行委員会
 31日 第５回政策委員会

連合本部　モバイルサイト開設
　連合本部が７月12日にモバイルサイトを開設し、運用を開始しました。
　連合の新着情報、連合についての簡単な説明、構成組織・地方連合会一覧などに
加え、ワークルールチェッカー（３分間労働条件診断）、イッポ前ナビ（就労・生活・
自立支援サーチ）、税金戻るカモサイトなど、参加型のコンテンツも掲載されてい
ます。

　QRコードは
　　　　　　⇒

http://m.jtuc-rengo.or.jp
上記アドレスを携帯電話から直接入力してもアクセス可能です。
是非一度ご覧ください。

歴
史
的
転
換
で

 
乗
り
越
え
よ
う

　

連
合
新
潟
結
成
二
〇
周
年
記

念
事
業
の
一
つ
と
し
て
記
念
講

演
会
を
八
月
八
日
（
日
）
新
潟

市
の
万
代
市
民
会
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

一
般
市
民
を
含
む
二
五
〇
名

の
参
加
で
会
場
は
ほ
ぼ
満
員
と

な
り
、
江
花
会
長
が
連
合
二
〇

年
を
振
り
返
り
改
め
て
労
働
組

合
の
拡
大
と
「
す
べ
て
の
働
く

人
」「
地
域
活
動
強
化
」
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を

挨
拶
で
述
べ
た
後
、
慶
應
義
塾

東北電力ビッグスワンを走ろう
　９月18日（土）開催の第20回記念大
会は連合新潟結成20周年記念事業との
合同企画です。
　東北電力ビッグスワン・新潟県スポー
ツ公園内コースを走路に、例年とは違う
景色の中を職場の仲間と走ってみません
か。また子供陸上教室も開催します。
※ お弁当・飲料は「にいがたユニオン」
におまかせ!!

　実施要綱・参加申込書・弁当注文書と
も連合新潟ホームページの「お知らせ・
資料ダウンロード」からご利用下さい。
　締め切りは９月３日（金）です。

20周年ユースラリー
越後湯沢に集合

　９月23日～24日越後湯沢で盛り
上がろう。
　スポーツ大会、交流懇親会、研修会
を共有し仲間を作ろう。
　構成組織に案内送付済です。職場や
地域の仲間と参加しましょう。

申込み締め切り　８月23日（月）

　詳しいお問い合わせは
　　　　　連合新潟（小林）まで。
TEL025-281-7555  FAX025-281-7556

　

一
九
九
〇
年
一
二
月
九
日
、

連
合
佐
渡
地
協
発
足
、
細
く
長

く
と
い
っ
た
感
じ
で
二
〇
年
が

経
過
し
ま
し
た
。

　

記
念
事
業
と
し
て
「
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
」
を
メ
イ
ン
に
「
福
祉

カ
ン
パ
」「
自
然
と
環
境
運
動

へ
の
参
加
」「
平
和
へ
の
取
り

組
み
」
等
、
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
取
組
み
ま
し
た
。

　

七
月
二
二
日
（
木
）
六
〇
名

が
出
席
し
、
二
〇
周
年
記
念
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
を
催
し
ま
し
た
。

　

初
代
議
長
小
田
さ
ん
（
現
市

議
）
よ
り
発
足
当
時
の
苦
労
話

を
ま
じ
え
て
の
挨
拶
が
あ
り
、

歴
代
事
務
局
長
を
代
表
し
て
五

代
目
上
杉
さ
ん
よ
り
思
い
出
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
現
役
・
Ｏ
Ｂ
を
問

佐
渡
地
協
結
成
二
〇
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

　

新
潟
県
・
食
と
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
七
月
一
七
日
（
土
）

に
ク
ロ
ス
パ
ル
に
い
が
た
で
二

〇
一
〇
年
度
学
習
会
を
開
催
し
、

六
〇
人
余
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
日
テ
レ
ニ
ュ
ー
ス
24
」
の

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
小
越
久
美
さ

ん
を
講
師
に
招
き
、「
地
球
温

暖
化
と
環
境
問
題
」
の
講
演
を

受
け
ま
し
た
。

　

小
越
さ
ん
は
地
球
温
暖
化
を

原
因
と
し
て
、
①
日
本
の
気
温

は
一
〇
〇
年
で
三
度
程
度
上
昇

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
三
度

上
昇
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
緯

度
が
四
度
ほ
ど
赤
道
に
近
付
き
、

新
潟
は
現
在
の
広
島
あ
た
り
に

位
置
す
る
こ
と
に
な
る
。
②
米

や
り
ん
ご
な
ど
の
栽
培
が
困
難

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
食

糧
不
足
問
題
な
ど
農
業
に
も
大

き
な
影
響
を
あ
た
え
つ
つ
あ
る
。

③
日
本
国
民
が
発
生
す
る
二
酸

化
炭
素
を
吸
収
す
る
に
は
、
質

の
い
い
森
林
が
日
本
国
土
の
四
．

五
倍
必
要
で
あ
り
、
間
伐
な
ど

の
森
林
整
備
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
で
き
る
こ
と
を
や

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
、
報
告

と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
、
今
年
四
月
の

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
火
山
噴
火
の
影

響
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た
が
、
寒
冷
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
回

答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
気
象
デ
ー
タ
か
ら
、「
今

年
の
冬
は
大
雪
に
な
る
」
と
予

想
さ
れ
る
な
ど
、
終
始
和
や
か

な
ム
ー
ド
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

構
成
団
体
で
あ
る
連
合
新
潟

は
「
エ
コ
ラ
イ
フ
21
」
を
実
施

し
、
職
場
や
家
庭
で
で
き
る
簡

単
エ
コ
ラ
イ
フ
を
提
唱
し
て
い

ま
す
。
新
潟
県
総
合
生
協
も
食

の
安
全
・
安
心
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
ひ
と
り
一
人
が
環
境

へ
の
関
心
を
高
め
、
ち
ょ
っ
と

気
を
配
り
、
ち
ょ
っ
と
行
動
す

る
こ
と
が
「
地
球
を
守
る
」
運

動
に
つ
な
が
り
ま
す
。

わ
ず
、
た
だ
旧
交
を
温
め
る
だ

け
で
な
く
、
内
容
の
あ
る
交
流

の
場
と
な
り
ま
し
た
。
や
は
り

「
連
合
」
と
い
う
共
通
の
土
俵
、

方
向
性
を
求
め
て
運
動
を
担
っ

て
き
た
と
い
う
連
帯
感
の
な
せ

る
ワ
ザ
に
、
改
め
て
組
織
の
重

る
機
会
の
少
な
い
人
形
で
す
。

会
話
は
コ
テ
コ
テ
の
佐
渡
弁
、

島
外
の
人
（
佐
渡
育
ち
の
若
い

人
た
ち
も
）
に
は
会
話
が
チ
ョ

ッ
ト
難
解
だ
っ
た
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
最
後
に
木
之
助
と
い

う
人
形
が
巨
大
な
陽
物
（
？
こ

の
場
面
だ
け
強
烈
に
印
象
に
残

る
人
が
多
い
）
を
出
し
て
放
尿

し
て
終
わ
る
。
機
会
あ
れ
ば
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

（
佐
渡
地
協
）

要
性
を
認
識
し
ま
し

た
。

　

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

先
立
っ
て
行
わ
れ
た

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
ひ
と
言
。

　

江
戸
時
代
か
ら
の

人
形
を
伝
え
て
い
る

「
広
栄
座
」
に
よ
る

佐
渡
の
芸
能
「
の
ろ

ま
人
形
」
が
演
じ
ら

れ
ま
し
た
。
佐
渡
に

い
て
も
な
か
な
か
見

二
〇
年
の
長
さ
と
重
み

大
学
教
授
の
金
子
勝
氏
か
ら

「
労
働
と
雇
用
か
ら
見
た
日
本

社
会
の
展
望
」
と
題
し
て
二
時

間
を
超
え
る
熱
の
こ
も
っ
た
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
講
演
要
旨
）

　
「
日
本
は
持
続
可
能
性
を
失

っ
て
い
る
。
こ
の
衰
退
過
程
を

止
め
る
に
は
、
政
策
理
念
を
根

本
的
に
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
①
Ｃ
Ｏ
２
削
減
で
頭

を
痛
め
る
の
で
は
な
く
逆
に
環

境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
構
造
転

換
・
技
術
革
新
で
新
し
い
雇
用

を
つ
く
る
、
②
子
ど
も
は
社
会

で
育
て
る
と
い
う
理
念
で
税
財

政
も
子
育
て
支
援
策
も
変
え
て

い
く
、
③
米
国
依
存
一
辺
倒
で

は
な
く
巨
大
中
国
や
東
ア
ジ
ア

と
の
関
係
で
経
済
外
交
防
衛
政

策
を
転
換
す
る
、
④
農
業
も
規

模
拡
大
で
は
な
く
六
次
産
業
化

や
強
み
を
生
か
し
た
攻
め
の
農

業
へ
発
想
を
切
り
替
え
る
。

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
パ
ラ
ダ

イ
ム
転
換
を
は
か
る
に
は
、
ま

ず
小
泉
・
竹
中
構
造
改
革
が
失

敗
だ
っ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
総

括
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小

泉
政
権
時
代
に
日
本
は
一
人
当

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
三
位
か
ら
一
九

位
に
下
げ
た
。
構
造
改
革
は
成

長
戦
略
と
し
て
間
違
っ
て
い
た

の
に
こ
の
事
実
を
無
視
し
、
劣

化
し
た
メ
デ
ィ
ア
は
真
実
を
伝

え
ず
、
構
造
改
革
・
新
自
由
主

義
を
総
括
で
き
な
い
ま
ま
だ
か

ら
、
新
し
い
方
向
が
打
ち
出
せ

な
い
。

　

百
年
に
一
度
の
危
機
だ
か
ら

こ
そ
歴
史
的
転
換
を
は
か
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
〇
世
紀

の
世
界
恐
慌
は
戦
争
と
い
う

「
大
義
」
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命

で
新
た
な
産
業
と
雇
用
を
つ
く

っ
て
成
長
へ
と
向
か
っ
た
。

　

今
は
地
球
を
救
う
と
い
う
大

義
で
新
し
い
経
済
を
つ
く
ら
な

け
れ
ば
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
イ
ン
フ

レ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
唱
え
る
よ
う

な
人
間
は
詐
欺
師
だ
。
現
状
は

い
っ
ぱ
つ
で
解
決
す
る
よ
う
な

事
態
で
は
な
い
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
で
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
り
、
将
来
に

つ
な
が
る
分
野
に
先
行
投
資
し
、

ニ
ー
ズ
の
高
い
分
野
か
ら
テ
コ

入
れ
し
て
成
長
に
つ
な
げ
て
い

く
べ
き
だ
。」



昨年につづき２回目の交流研修会

連合中央執行委員・JUKI労組副委員長　芳野友子さん

３組の親子が参加しました
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平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） (2)第234号

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日9:00～17:00）

「ジオパークの糸魚川」
　「伝説の生き物を捕まえて１億円をゲットしよう」とい
う新聞記事を見ました。
　つちのこ探検隊というネーミングは聞いたことがありま
したが、１億円は初耳で、早速つちのこ探検隊の清水さん
に聞いてみました。「糸魚川市のシャルマン火打スキー場
の近くで目撃情報もあり、今年こそ捕まえようと真剣に捜
索しましたが、残念ながら発見されませんでした。」……

と言うことは、来年に期待出
来そうです。
　ジオパークの糸魚川に来て、
つちのこを見つけて１億円を
ゲットしましょう！！ちなみ
に来年は、５月末～６月上旬
に開催されます。是非、糸魚
川に来てください。

 （連合上越地協糸魚川支部・石岡由美子）

④

土曜相談会 9月は11日に開催

９月の選挙・胎内市議会議員選挙の候補者推薦
選挙日2010年９月12日（日）

松
まつ

井
い

　恒
つね

雄
お

（67歳）現職２期　無所属　UIゼンセン同盟

渡
わた

辺
なべ

　宏
ひろ

行
ゆき

（57歳）現職２期　無所属　電機連合

薄
うす

田
だ

　　智
さとし

（49歳）現職１期　無所属　UIゼンセン同盟

※年齢は8月15日現在

2010年度　連合地協「平和運動」一覧
地協支部名 イベント名 実施日時 実施場所

下 越 地 協 ピースウォークinしばた ８月７日㈯
15：00～ 新発田市街

新 潟 地 協 平和の祈り
「信濃川とうろう流し」

８月６日㈮
18：00～ やすらぎ堤

佐 渡 地 協 平和集会 ８月30日㈪
18：30～ 佐渡中央会館

県 央 地 協 平和集会 ８月３日㈫
18：30～ 燕三条リサーチコア

中 越 地 協

第16回
「平和の森コンサート」

７月31日㈯
18：30～ 平和の森公園

非核平和都市宣言市
「市民の集い」

８月１日㈰
８：00～ 平和の森公園

市民におくる映画の集い ８月１日㈰
９：00～ 中島コミュニティセンター

ながおか平和フォーラム ８月１日㈰
13：30～ リリックホール

中 越 地 協
見 附 支 部

広島市民
原爆絵画パネル展

８月５日㈭
～６日㈮ ネーブルみつけ

平和の夕べ ８月６日㈬
18：30～ ネーブルみつけ市民サロン

中 越 地 協
栃 尾 支 部 平和の集い ８月６日㈮

18：30～ 栃尾文化センター

中 越 地 協
十日町支部

原爆ぬりえ展 ７月27日㈫
～８月６日㈮ 十日町市情報館

原水爆禁止
十日町市民大会

８月６日㈮
８：00～

十日町市
　キナーレ平和の広場

中 越 地 協
小千谷支部 ９月に開催予定
中 越 地 協
北魚沼支部 平和を考える集い ８月６日㈮

18：30～ 小出郷福祉センター
中 越 地 協
南魚沼支部 非核平和集会 ８月９日㈪

19：30～ 南魚沼市役所２階

柏 崎 地 協 平和集会 ８月17日㈫
18：00～ 柏崎市産業文化会館

上 越 地 協 平和集会 ８月28日㈯
15：00～ くびき希望館

中小元気派宣言
№5

１．春季生活闘争でよく使わ
れる用語と、賃金交渉にむ
けた基礎知識   ～５～

Ｑ　「個別賃金方式」とは何ですか？
　Ａ 　銘柄を特定した個別賃金水準の改定について交渉

する要求方式です。
　産業別・職種別労働組合からなる欧米では、この方式に
よって賃金交渉が行われています。この方式では、個別賃
金をまず決定し、その結果として平均賃金が算出されると
いう関係になります。新卒直入者の標準を要求する標準労
働者方式、職種とその熟練を基準に、あるいは特定の資格
を基準に要求する職種別一人前方式などがあります。同一
年齢ポイントのベアを要求するA方式と１歳前からの定昇
込みで要求するB方式があります。

労福協友好の旅
「世界遺産アンコール遺跡群探訪５日間」

11月19日㈮～23日㈫
※好評につき追加募集のお知らせ

11月20日㈯～24㈬　満員締切
●申込み・問合わせは
　　コープ・トラベルセンター

（TEL　025-245-4110）まで

　

八
月
四
日
（
水
）
か
ら
六
日

（
金
）
ま
で
「
平
和
行
動
in
広

島
」
へ
六
人
を
、
七
日
（
土
）

か
ら
九
日
（
日
）
ま
で
「
平
和

行
動
in
長
崎
」
へ
四
人
を
派
遣

し
ま
し
た
。

　

広
島
へ
は
、
昨
年
か
ら
子
ど

も
（
小
学
校
以
上
）
の
参
加
も

可
能
と
し
、
今
年
も
三
人
の
小

学
生
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
原
子
力
爆
弾
投
下
か

ら
六
五
年
目
を
迎
え
、
八
月
六

日
に
開
か
れ
た
原
爆
死
没
者
慰

霊
式
・
平
和
記
念
式
に
は
、
国

連
の
バ
ン
事
務
総
長
と
、
初
め

て
ル
ー
ス
駐
日
米
大
使
が
出
席

す
る
な
ど
歴
史
的
な
式
典
と
な

り
ま
し
た
。

核
兵
器
廃
絶
、

　

恒
久
平
和
を
祈
る

　

双
方
と
も
「
核
兵
器
な
き
世

界
」
に
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
広
島
で
発
信
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
語
り
ま
し
た
。

　

連
合
広
島
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
構
成
す
る
「
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー

ク
」
に
も
参
加
し
、
平
和
記
念

公
園
内
に
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
回
り
、
戦
争
や
原
爆
の
悲
惨

さ
を
身
に
感
じ
ま
し
た
。

　

長
崎
で
は
、
連
合
長
崎
の
皆

さ
ん
が
準
備
を
整
え
迎
え
て
く

れ
、「
核
兵
器
廃
絶
二
〇
一
〇

平
和
ナ
ガ
サ
キ
大
会
」
な
ど
に

参
加
し
ま
し
た
。
連
合
長
崎
青

年
・
女
性
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

が
被
爆
者
か
ら
の
聞
き
取
り
や

現
地
調
査
な
ど
の
事
前
研
修
を

積
み
重
ね
、
ピ
ー
ス
ガ
イ
ド
と

し
て
原
爆
落
下
地
周
辺
の
多
く

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
中
の
慰
霊

碑
を
案
内
し
て
く
れ
、
被
爆
当

時
の
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

七
月
三
一
日
、
組
合
女
性
役

員
や
未
選
出
構
成
組
織
・
地
協

役
員
・
男
女
平
等
委
員
の
一
八

人
が
参
加
し
、
交
流
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

な
ぜ
、
男
女
平
等
参
画
か

　

そ
れ
は
、
国
の
重
要
政
策
で

あ
り
、
ま
た
世
界
の
潮
流
で
も

あ
る
が
、
な
に
よ
り
今
あ
る
産

業
構
造
が
よ
り
よ
く
な
る
た
め

に
女
性
の
能
力
に
対
す
る
期
待

に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　

連
合
新
潟
も
連
合
策
定
の

「
連
合
第
三
次
男
女
平
等
参
画

推
進
計
画
」
を
受
け
、
各
産
別

女
性
参
画
を
進
め
よ
う

単
組
に
お
い
て
の
参
画
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
連
合
中
央
執
行

委
員
の
Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
労
組
副
委
員

長
芳
野
友
子
さ
ん
か
ら
次
の
よ

う
な
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
職
場
異
動
で
組
合
書
記
へ

の
転
身
、
当
初
雑
用
は
な
ん
で

も
し
ま
す
と
い
っ
た
程
度
の
意

識
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
組
合
歴

は
、
社
内
の
女
性
に
昇
進
・
昇

格
が
な
い
こ
と
に
疑
問
を
も
ち

は
じ
め
た
こ
と
か
ら
、
女
性
中

執
第
一
号
と
な
り
、『
女
性
だ

っ
て
働
き
続
け
た
い
』
の
思
い

か
ら
育
児
休
業
制
度
の
獲
得
へ

と
、
男
性
だ
け
の
執
行
部
で
は

持
ち
得
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
」
と

い
う
、
ま
さ
に
女
性
だ
か
ら
こ

そ
で
き
た
運
動
の
数
々
を
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ

り
「
意
識
改
革
は
な
か
な
か
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
よ

り
は
仕
組
み
を
変
え
て
参
画
を

進
め
る
こ
と
が
大
切
」
の
ひ
と

こ
と
に
は
強
く
う
な
ず
か
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
グ
ル
ー
プ
討
議
は
結

論
を
導
き
出
す
話
し
合
い
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
異
口
同
音
に

運
動
の
継
続
と
と
も
に
女
性
が

活
動
し
や
す
い
組
織
作
り
を
、

自
ら
が
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

小
谷
野
副
委
員
長
の
「（
組

合
が
変
わ
る
た
め
に
は
）
ひ
と

と
ひ
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
こ

と
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
」
と

い
う
ま
と
め
で
研
修
会
を
終
え

ま
し
た
。

　

組
織
の
強
化
拡
大
は
最
重
要

課
題
と
い
え
ま
す
。
そ
の
た
め

の
男
女
平
等
参
画
で
す
。
各
産

別
・
単
組
と
も
、
認
識
を
新
た

に
行
動
計
画
に
取
り
組
む
こ
と

を
願
う
も
の
で
す
。

（
男
女
平
等
委
員
会
委
員
長　

佐
久
間
義
久
）


